
















































































































































































































































































































































































































































6810121り6182022　　　　　胸　荷　直　 　 　径（D） 24　　26（Cm）
　　図8　D－H関係
△岡山・川上村産，○東京・町田市産
シイタケ原木育種に関する基礎的研究（D （29）
（mm）、
18
　15凸
部
樹
皮
厚1n
5
5 10　　　　15　　　　20
　胸　高　直　径
　　　　岡山・
　　／月1上‡寸産
／
東京・
町田市産
25（cm）
　　　図9　胸高直径と凸部樹皮厚との関係
岡山・川上村産r＝0。827＊＊東京・町田市産r＝0．737＊＊
方が樹皮が厚い，割裂密度は蒜山が平均0．39
cm／cm2，町田市が平均0．47cm／cm2で，両林分の
間に差が認められた。シイタケ原木の性質は
生育場所によってかなり異なることが指摘さ
れている。例えば東北地方産のものは一般に
生長が遅く，樹皮が厚く形質はあまり良くな
いということを聞いている。蒜山演習林のク
ヌギ林は標高600～700mの所に分布しており，
クヌギの分布帯の上限地にある。生長は一般
に遅く，
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　　　　図10胸高直径と凹部樹皮厚との関係
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（cm／cmり
　0．6
割0．5
裂
密
　0．4
度
0．3
5 10　　　15　　　20
　　胸　高　直　径
東京・
町田市産
岡山・
川上村産
25（cm）
図11胸高直径と割裂密度との関係
東京・町田市産r＝－0．367＊＊岡山・川上村産r＝－0．314＊＊
　　　　シイタケ原木として利用適寸に達するのに25～30年を要している。町田市のクヌギ林は，標
高110mの所にあり，生長は良好のようである。暖地と寒冷地とでクヌギの生育に差があり，これが樹
皮形態の違いの原因ではないかと思われる。今回の調査で，東京都町田市のクヌギは岡山県蒜山地方
のクヌギに比べて樹皮が薄く，割裂が多いという結果がえられた。
5．生長の良否と樹皮形態との関係
　生長の悪い木はシイタケの発生量が少ないとして嫌われる。蒜山演習林の約30年生のクヌギ林で，
幹の直径生長の良否と樹皮形態との関係を調べた。樹木を伐採することができなかったので，胸高位
置における最近5年間の平均年輪幅と樹皮形態との関係をみた（図12～15）。平均年輪幅と凸部樹皮厚，
樹皮厚率，外／内樹皮厚比及び割裂間隔との間にはいずれも統計学的に有意な相関関係はみられなか
った。しかし，同一林分で生長の良い優勢木と生長の悪い劣勢木を比較してみると（表1），樹皮厚の
測定値は生長の良い優勢木が大きいけれども，樹皮厚率（胸高直径に対する樹皮厚の割合）は劣勢木
が大きく，また平均年輪幅が狭くなるに従って樹皮厚率が大きくなる傾向がみられる（図13）。これら
のことから，生長の悪い木は相対的に樹皮が厚い傾向にあるといえそうである。シイタケ栽培者は，
（30） 橋詰隼人・金川　悟
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図13　平均年輪幅と樹皮厚率との関係
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図14　平均年輪幅と外／内樹皮厚比との関係
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図15　平均年輪幅と割裂間隔との関係
年輪が密で生長が悪く，心材率の高い幹にコケの生えた原木はシイタケの発生量が少ないとして敬遠
している。食用きのこ大型プロジェクト研究班の報告によると；1）年輪幅の広い原木は，狭い原木に比
べてシイタケ収量が多いという結果がえられている。
6．考 察
　九州林木育種場の宮崎・大分両県下における聞取り調査によるとぴ1°），シイタケ原木に適したクヌギ
の特徴は，樹皮が薄く，多数の浅い溝があり，樹皮の凸凹が少なく，全体に滑らかな感じがし，白色
味が強いものである。これに対して望ましくないクヌギの特徴は，樹皮が厚く，深い溝が少数あり，
樹皮は黒味が強いものであるとしている。クヌギの樹皮形態は変化が激しく，個体，年齢，大きさ，
生育場所によって，また1本の木の中でも地上高によって大きく変化する。従って民間の人は，樹皮
の表面形態によって原木に色々な名前をつけている。大庭ら1°｝の調査によると，原木に適した樹皮形態
は，チリメン肌，サクラ肌白肌，白クヌギ，赤肌，ナメラカ肌ウルシ肌若肌，細目などの名称
で呼ばれているものであり，原木に適しないものは，鬼肌岩肌，黒肌，荒肌，黒クヌギ，黒木，荒
目などである。中国地方のクヌギでは，チリメン肌，白肌，白クヌギ，赤肌，鬼肌，岩肌，黒肌，黒
クヌギなどに該当する樹肌のものがみられた。シイタケ栽培者によると，割裂が細やかで多い，いわ
シイタケ原木育種に関する基礎的研究（1） （31）
ゆるチリメン肌のものや，割裂部が赤味を帯びたものは（これは赤肌に該当すると思われるが），シイ
タケの発生量が多く，反対に樹皮が厚くて割裂が少なく，隆起部が白味を帯びてコケの生えたもの，
中国地方で岩肌とか白クヌギと称しているものは，シイタケの発生量が少ないという。食用きのこ大
型プロジェクト研究班の報告によると11），クヌギではチリメン肌はオニ肌よりも総体的にシイタケの発
生量が多く，また溝数が多いほどシイタケ収量が多い傾向がみられる。山中13）はコナラのほだ木で外樹
皮の量（外樹皮重量面積比）と子実体発生量との関係を調査し，外樹皮重量面積比が小さいほど子実
体の発生量が多い傾向がみられることを報告している。しかし，外樹皮の厚さのみが唯一の関連因子
ではなく，亀裂部の状態も重要な因子となることを指摘している。いずれにしてもクヌギのほだ木に
おけるシイタケの発生は，外樹皮の厚さ，樹皮の割裂の状態と関係があり，生長が良くて，外樹皮が
薄く，割裂部の多いものが良質の原木ということになる。従ってこのような形質を持った個体を選抜
して増植することがシイタケ原木育種の基本になるであろう。本研究の結果によると，クヌギの樹皮
厚，割裂密度などは変異の幅が広いので，シイタケ原木育種は可能である。
IV　摘 要
　20～50年生のクヌギ林で，樹皮形態の特徴，樹皮形態の個体内変異，個体間変異，林分間変異など
を調べた。調査林分は，岡山県真庭郡川上村鳥取大学蒜山演習林，広島県庄原市水越町，東京都町田
市図師町の三つの林分である。本調査の結果は次のとおりである。
　1．中国地方のクヌギでは，普通肌，チリメン肌，鬼肌，岩肌の四つのタイプがみられた。チリメ
ン肌は，割裂が細かくて多く，隆起部は交叉して表面がチリメン状を呈するもので，若齢木あるいは
幹の上部に多くみられた。岩肌は，樹皮が厚く，割裂が少なく，隆起部は幅が広く，生長の悪い木や
壮齢木に多くみられた。
　2．樹皮型，樹皮の厚さ，割裂の状態は，1本の木の中で地上高によって変化した。樹皮厚は地際
部が最も厚く，上部に行くに従って薄くなったが，凸部と凹部で，また外樹皮と内樹皮とで薄くなり
方が違っていた。樹皮の割裂は，地上高が高くなるに従って密になった。
　3．樹皮形態は同一林分内でも個体によってかなり差があった。胸高直径との関係についてみると，
凸部樹皮厚，凹部樹皮厚，凸部内樹皮厚・外樹皮厚はいずれも胸高直径が大きくなるに従って厚くな
り，また割裂間隔が広くなった。鳥大蒜山演習林のクヌギの樹皮厚は，胸高直径15cm程度のもので凸
部が平均12mm，凹部が平均5mm，凸部外樹皮厚は平均3mm，凸部内樹皮厚は平均7mm程度であったが，
外樹皮の厚いもの，薄いもの，内樹皮の著しく厚いものなどがあった。
　4．生育場所によって各樹皮型の出現率，樹皮厚，割裂の状況などに差がみられた。岡山県川上村
の林分では，普通肌と岩肌が多く，広島県庄原市の林分では，チリメン肌と普通肌が多かった。東京
都町田市のクヌギは，岡山県川上村のクヌギに比べて樹皮が薄く，割裂が多い傾向がみられた。
　5．生長の良否と樹皮厚及び割裂間隔との間には有意な相関はみられなかった。しかし，生長の悪
いものは相対的に樹皮が厚い傾向がみられた。
　6．シイタケ原木としては，生長が良くて，外樹皮が薄く，割裂率・割裂密度の高いもの，すなわ
ち，チリメン肌や普通肌で割裂部が赤味の帯びたものが優良木といえる。変異の幅が広いのでこのよ
（32）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋詰隼人・金川　悟
うな形質を持った個体の選抜は可能である。
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